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【手続補正書】
【提出日】平成26年11月4日(2014.11.4)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　（ｉ）疎水性物質および親水性溶媒を含む組成物であって、前記親水性溶媒が２５℃の
温度および大気圧で液体である、組成物を提供する工程；および
　（ｉｉ）超疎水性フィルム、表面または材料の生成のために前記基板の表面上に固体残
渣を堆積させるため、前記基板に前記組成物を噴霧する工程；
を含む超疎水性フィルム、表面または材料の製造方法であって、
　工程（ｉｉ）を実行するとき、前記基板の温度より前記組成物の温度が高く、
　前記疎水性物質が、式（Ｉ）もしくは式（ＩＩ）の化合物または式（Ｉ）の化合物と式
（ＩＩ）の化合物との混合物であり；
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【化１】

　式中、Ｒ１とＲ２が、独立に、Ｃ１２～２２アルキルおよびＣ１２～２２フルオロアル
キルから選択され、Ｒ３が、ＯＨ、ＮＨ２、ＯＣ１～８アルキル、ＯＣ１～８フルオロア
ルキル、ＮＨＣ１～８アルキル、ＮＨＣ１～８フルオロアルキルおよびＯＣＨ２ＣＨＲ４
ＣＨ２Ｒ５から選択され、前記Ｒ４およびＲ５が、独立に、Ｏ（ＣＯ）Ｃ１３～２３アル
キル、Ｏ（ＣＯ）Ｃ１３～２３フルオロアルキルおよびＯ（ＣＯ）Ｃ１３～２３アルケニ
ルから選択され、ならびに前記親水性溶媒がＨＯＣ１～８アルキルである、超疎水性フィ
ルム、表面または材料の製造方法。
【請求項２】
　前記疎水性物質が、ステアリン酸、パルミチン酸またはステアリン酸とパルミチン酸と
の混合物由来のアルキルケテンダイマーである、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記親水性溶媒が５０℃～１５０℃の沸点を有する、請求項１または２に記載の方法。
【請求項４】
　前記親水性溶媒が、メタノール、エタノール、ｉ－プロパノール、またはそれらの任意
の混合物である、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記組成物が２５℃以下の温度または少なくとも１時間保持されるとき、前記疎水性物
質の少なくとも１０％が固体状態で存在し、および
　前記組成物が５５℃以上の温度で少なくとも１時間保持されるとき、前記疎水性物質の
少なくとも９０％が前記親水性溶媒に溶解されている、請求項１～４のいずれか１項に記
載の方法。
【請求項６】
　前記親水性溶媒中の前記疎水性物質の溶解度が、２５℃以下の温度で３０ｍｇ／ｍｌ未
満であり、５５℃以上の温度で２００ｍｇ／ｍｌ超である、請求項１～４のいずれか１項
に記載の方法。
【請求項７】
　前記基板が、紙、木材、セルロース、テキスタイル、金属、セラミック、ガラス、ゴム
、石、大理石、プラスチック、シリカ、炭素テープおよび塗料からなる群から選択される
基板である、請求項１から請求項６のいずれか１項に記載の方法。
【請求項８】
　請求項１～７のいずれか１項に記載の方法により得られ得る超疎水性フィルム、表面ま
たは材料。
【請求項９】
　前記疎水性物質が、前記疎水性物質を含む堆積残渣の表面積１ｃｍ２あたり２ｇ未満の
重量を有する、請求項８に記載の超疎水性フィルム、表面または材料。
【請求項１０】
　請求項８または９に記載の超疎水性フィルム、表面または材料を含む基板。
【請求項１１】
　超疎水性フィルム、表面または材料の製造において使用するための、アルキルケテンダ
イマーおよびＨＯＣ１～８アルキルまたは異なるＨＯＣ１～８アルキル類の混合物を含む
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組成物であって、前記組成物中、前記アルキルケテンダイマーの濃度が少なくとも１ｍｇ
／ｍｌである組成物。
【請求項１２】
　前記アルキルケテンダイマーが式（Ｉ）の化合物である、請求項１１に記載の組成物；
【化２】

　式中、Ｒ１およびＲ２が、独立に、Ｃ１２～２２アルキルから選択される。
【請求項１３】
　超疎水性フィルム、表面または材料の製造のため請求項１１または１２に記載の組成物
の使用。
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